
【規模拡大に向けた経営計画作成】

経営概要

西河大輔・沙希
◆代表者・所在地
西河 大輔 大阪府豊能郡能勢町

◆経営規模
水稲 4.3ha、野菜（メロン等） 30a

◆従業員数
家族労働７名

◆事業内容
水稲を主体に、メロン、えだまめ等野菜の生産に取り組む。

収穫したメロンと西河氏

相談内容２

西河夫妻は両親、３人の弟と分担して造園業と農業を

営んでいる。以前から水稲生産をおこなってきたが、令和元

年度より沙希氏が中心となり、メロン栽培を開始した。良

品メロンを生産する上で生じる摘果メロンのピクルス製造

（OEM）にも取り組んでいる。自営直売所や道の駅、EC

サイト等でメロンやえだまめを販売している。

生産者の高齢化が進む能勢町において水稲生産規模

を拡大しており、貴重な担い手として、普及組織などが重

点的に指導支援している。

支援内容3

■支援チームによる支援計画の策定
規模拡大に向けた経営計画書の作成について、収支計

画等の経営判断には専門家の支援が必要であることから、

税理士を派遣することとし、相談者の経営の現状や項目ご

との経営診断を行ったカルテを作成し、支援チームを編成し

て支援計画等を策定した。

支援チーム構成員：

税理士（中小企業診断士）、普及指導員

●現在造園業が主業で、農業所得が伸び悩んでいるため、

現状の栽培品目や販売方法を見直し、販売額を上げ、

将来的には農業で生計を立てていきたい。

●両親や弟たちにも他産業並みの給料を支払えるよう給

料を含めた各品目生産にかかる経費を計算した上で拡大

する品目を検討したい。

現状と相談までの経緯１

■専門家派遣を通じた助言の実施
普及指導員が中心になり、専門家と指導内容や日

程の調整を行い、税理士の専門家派遣を通じて支援

を実施した。

・規模拡大に関する相談（税理士（中小企業
診断士）、普及指導員）
現在の経営について、栽培品目や栽培面積、収穫量、

販売単価、販売先等を整理し、規模拡大による目標販

売額を設定した上で、達成に向けた具体的な経営計画の

作成に向けた助言を行った。

特に、構成員が多く、人件費算出が困難なため、各品

目の生産に必要な労働時間、人数を積み上げ、人件費

算出を支援し、経費に計上した。

水稲を一部有機栽培に転換するにあたり、農作業の効

率化及び省力化を図るための除草機をはじめとした農業

機械の導入、労力分散も考えて導入するキャベツ栽培へ

の助言を行った。
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品目拡大戦略のための収支分析

水稲有機 枝豆 メロン とうもろこし ミニトマト キャベツ にんにく ピクルス 合計

売上高 10,000,000 2,000,000 1,300,000 1,000,000 200,000 2,000,000 500,000 325,000 17,325,000 今後水稲も増加予定

エコ農産 272,000 20a　➡　50a 10ａ弱 メロン 6片は夏さで難しい

有機 1,000,000 露地 露地 　➡　六片は出荷

転作 　➡　中国製の品種を追加

６町（拡大予定） 獣害対策必要 現状維持 獣害対策必要 拡大予定 拡大予定 拡大予定 増産予定 　➡　ニンニクも加工用へ

➡ 種苗費 360,000 20,000 150,000 20,000 10,000 50,000 150,000 760,000 キャベツマルチなし、ニンニクあり

諸資材 60,000 50,000 70,000 20,000 10,000 10,000 30,000 250,000

薬剤 0 2,000 150,000 2,000 2,000 60,000 0 216,000 オルトラン

肥料 300,000 20,000 60,000 10,000 10,000 0 0 400,000 堆肥自製（コンポスト）

リース代 0 0 330,000 0 0 0 0 330,000

共済費 7,800 0 55,000 0 0 0 0 62,800

燃料費 360,000 21,000 23,000 21,000 21,000 20,000 10,000 476,000 車両燃料費

0 135,000 3,000 15,000 15,000 0 0 168,000

0 0 1,800 0 0 1,800

0 106,831 71,220 0 0 178,051

加工費 0 0 0 0 0 0 0 160,000 160,000

培土 0 10,000 15,000 10,000 5,000 20,000 0 0 60,000

農具 20,000 20,000 20,000 10,000 10,000 0 0 0 80,000

地代家賃 270,000 30,000 0 0 0 50,000 10,000 0 360,000

支払利息 0 0 160,000 7,000 6,000 0 0 0 173,000

水道光熱費 150,000 0 75,000 10,566 0 0 0 235,566

修繕費 561,309 0 0 0 0 50,000 10,000 0 621,309

減価償却 3,600,000 20,000 20,000 20,000 20,000 0 0 0 3,680,000

給与 2,700,000 700,000 700,000 100,000 100,000 800,000 200,000 0 5,300,000

経費合計 8,389,109 1,134,831 1,904,020 245,566 209,000 1,060,000 410,000 160,000 13,512,526

利益 1,610,891 865,169 ▲ 604,020 754,434 ▲ 9,000 940,000 90,000 165,000 3,812,474 ➡ 更新費用も確保可能

年間返済480万円返済

※各経費を品目別に区分 1反＝10ａ 社会福祉法人との連携 農業だけで黒字化できるため、造園業からの負担はなくなる

　・次男さんが社会福祉法人へ移籍

葉物と母親の趣味の野菜は省いて考える 　・社会福祉法人へ農産物を出荷

　・法人が選別と梱包を行い市場へ出荷

環境保全型農業に伴う補助金（連携型　3軒～　秋鹿酒造） 1町＝10反＝1ha 　　　➡　当方は販路が拡大し、選別梱包作業が減少

有機　補助 10a12000円 　　　➡　社会福祉法人は就労支援B型のため、作業が増加

水稲10haまで 売り上げ目標1000万

　➡　これにより収益改善し、水稲でもプラスに変わる

販売手数料



支援を受けた後の経営状況４

■支援を受けて・・・
造園業と経費を分ける作業が自身では難しく、専門家の

助言を受けて、造園業と農業の各収支が明らかになった。

生産品目ごとの利益率がわかり、水稲の有機栽培への一

部転換、業務用キャベツ生産開始といった経営の方向性

が明確化された。

喜びの声

専門家のおかげで経営の方向性が明確になった。引

き続き栽培指導をはじめ、ブランディング等販売に関して

も応援お願いします。

相談者は家族経営協定を締結し、家族みんなが意欲

的に働けるよう改善に取り組んでいます。

経営計画の作成を通じて現状の課題が整理され、規模

拡大、販売額向上に向けた方向性が決まった。今後実践

していく中で予定どおりに進まないことが出てくるかと思います

が、ご家族一体となって乗り越え、目指す農業を実現され

ることを期待しています。

専属スタッフ所感

■今後の展開
今後、専門家支援により完成した経営計画を実践する。

普及組織による指導のもと、設備・機械の更新計画を基

に省力化のための農業機械を順次導入し、水稲の一部

有機栽培、えだまめ、業務用キャベツの安定生産に取り組

む。

現在は経営主の作業指示が必要だが、構成員がやりが

いをもって働けるように徐々に運営を任せていく。
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